
　　　　

2024 年 10 月 8 日

通常日 10 時 0 分から 18 時 0 分まで

学校休業日 9 時 0 分から 17 時 0 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・季節ごとの行事(お花見・夏祭り・プール・ハロウィンパーティー・クリスマス会・お餅つき・初詣等)
・月に1度のおやつお買い物デー
・避難訓練(火災・地震・不審者・洪水)

（別添資料１）

家族支援
・保護者の子育てや将来への悩み等に対する相談支援
・日中一時預かり、見守り、送迎を行い保護者の就労支援や介護負担の軽減を図
る

移行支援
・本児の特性や学校や保育園等で受けてきた支援をモニタリングや担当者
会議、面談を通して情報共有を行う

地域支援・地域連携

・事業所周辺地域の清掃活動(月2回のゴミ拾いウォーキング)
・各種関係機関との連携を図る(学校・相談員・児童相談所等)
・利用者様が受診する医療機関への情報提供と連携(利用時の様子・服薬調整中の様子観察と
共有)

職員の質の向上

・事業所内研修実施(虐待防止・感染防止・ミニ研修・事例研修)
・外部講師を招いた研修(PC・組織研修・個人情報取り扱い)
・外部研修やセミナーへの参加(希望者のみ)
・消防署を介入した総合避難訓練(火災)

支　援　内　容

・見通しがつく生活環境の調整(１日のスケジュールや、部分的なスケジュールを視覚化し、見通しがつけるように環境を整える)
・基本的日常生活動作と基本的生活習慣の獲得(日常生活とプログラムの中での学習と実践)　　・健康状態の把握(定時での検温・様子観察・体の部位や感覚を知る・体調管理方法、不調時の訴え方を学び実践する)
・食事のマナーや正しい食具の使い方を身に付ける(フォーク・スプーン・箸の使い方)　　　　・時間管理能力の習得(時計を読む・時計のマッチング・スケジュールの立て方)
・お小遣い帳の使用や買い物体験を通して金銭管理方法や金銭感覚を養う

・療育活動を通して指先や動作の基本的技能の向上を促す(プットイン・洗濯ばさみ・就労作業体験)
・遊びのプログラムや余暇時間を使用して体を動かし体力向上、健康状態の維持を図る(鬼ごっこ・縄跳び・ボール遊び・サーキット遊び)
・感覚の特性への対応(特性に応じた感覚導入・配慮)
・保有している感覚の働きを促す(楽器を使ったリズム遊び・製作)

本
人
支
援

・保有する感覚や知覚の維持と向上と空間把握の認知形成(パズルやカードゲームを使った療育活動・図形や音を使った感覚のトレーニング・ブロック遊び)
・認知の偏りへの対応(拘りや偏食等に対する支援)
・数量、大小、色等の習得(ボールペン数合わせ・量りの活動・カラーカードマッチング等の療育活動)
・季節の変化への興味などの感性を養う(お花見・夏祭り・お出かけ・クリスマス会などの季節に合わせた行事の実施)
・ハンドサインや絵カードを使ったコミュニケーション手段の選択と活用
・小集団での話し合いや遊びを通して正しい言葉遣いを学ぶ
・自分の気持ちを他者に伝える方法や手段の獲得(感情調整や問題解決を意識したＳＳＴ)
・読み書き能力の向上の為の支援(平仮名ブロック・文字パズル・記述式のプログラム)　　・自分の思いや考えを言語化し表現する力を養う(記述式のプログラム)
・プログラムの中で集団行動におけるルールやマナーを学ぶ(役割分担を決めたクッキング等)
・協調性、共感力を養い集団の一員として役割を果たす(行事案の組み立て・実施・行事の進行)
・コミュニケーション能力や話を聞く姿勢の習得(就労型プログラムでのお仕事体験・ビジネスマナー)
・自己の理解とコントロールのための支援(ロールプレイやSSTを使った感情認識と調整)

支援方針
1F：1人でも出来る・やる・創る環境を作り、自分でチャレンジ出来る心を養う
2F：楽しく働く基礎を身に付け、未来に備え仲間と一緒に学びあえる
　　就労自立型プログラム(社会性スキル・生活スキル・働くスキル・コミュニケーションスキル)

営業時間 送迎実施の有無 あり なし

法人（事業所）理念
・最高の品質と心のこもった行動を通じて利用者様とその家族の笑顔と明るい未来の為に貢献していく
・障がい者が、生まれ育った地域の中で安心してずっと生活して年をとっていけるお手伝いができる会社になる

事業所名 ワンセルフながのごう 作成日支援プログラム（様式）


